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日
本
に
商
用
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
が
登
場
し
た
一
九
六
〇
年
代
、
巨
大
な
機
械
で
あ
っ
た
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
は
空
調
完
備
の
広
大

な
部
屋
に
、
整
然
と
宝
物
の
よ
う
に
安
置
さ
れ
て
い
た
。
そ
の
よ
う
な
時
代
に
、
い
ず
れ
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
の
ハ
ー
ド
ウ
ェ
ア

は
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
を
購
入
す
る
と
付
録
と
し
て
提
供
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
と
予
言
す
る
学
者
が
存
在
し
て
い
た
。
学
生
だ
っ

た
筆
者
に
は
理
解
不
能
で
あ
っ
た
が
、
そ
の
方
向
に
現
実
は
進
行
し
て
き
た
。 

 

し
か
し
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
接
続
さ
れ
な
い
端
末
装
置
は
意
味
の
な
い
時
代
に
な
っ
て
事
態
は
方
向
転
換
し
、
ソ
フ
ト

ウ
ェ
ア
の
購
入
で
は
な
く
、
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
契
約
に
よ
っ
て
、
端
末
装
置
で
あ
る
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
や
携
帯
電
話
が
無
料
で

提
供
さ
れ
る
時
代
が
登
場
し
て
い
る
。
実
際
、
店
頭
で
２
年
程
度
の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
回
線
の
契
約
を
す
る
と
、
ネ
ッ
ト
ブ

ッ
ク
と
総
称
さ
れ
る
簡
単
な
パ
ー
ソ
ナ
ル
・
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
や
タ
ッ
チ
パ
ネ
ル
方
式
の
携
帯
電
話
が
無
料
で
提
供
さ
れ
て
い

る
。 

 

こ
の
よ
う
な
時
代
を
、
グ
ー
グ
ル
の
エ
リ
ッ
ク
・
シ
ュ
ミ
ッ
ト
会
長
が
ク
ラ
ウ
ド
・
コ
ン
ピ
ュ
ー
テ
ィ
ン
グ
と
命
名
し
、

こ
れ
ま
で
の
ユ
ビ
キ
タ
ス
・
コ
ン
ピ
ュ
ー
テ
ィ
ン
グ
や
グ
リ
ッ
ド
・
コ
ン
ピ
ュ
ー
テ
ィ
ン
グ
、
さ
ら
に
は
シ
ン
ク
ラ
イ
ア
ン

ト
な
ど
を
包
含
す
る
時
代
へ
の
移
行
を
提
示
し
て
い
る
。
説
明
す
る
ま
で
も
な
い
が
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
全
体
を
雲
形
で
表

現
す
る
こ
と
が
あ
り
、
そ
の
雲
形
（
ク
ラ
ウ
ド
）
が
情
報
社
会
に
君
臨
す
る
と
い
う
状
態
を
想
定
し
た
概
念
で
あ
る
。 

 

９
０
年
代
後
半
、
ア
メ
リ
カ
で
『
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
は
か
ら
っ
ぽ
の
洞
窟
』
と
い
う
書
物
が
話
題
に
な
っ
た
。
こ
れ
は
グ

ー
グ
ル
の
検
索
サ
ー
ビ
ス
の
登
場
直
前
に
出
版
さ
れ
、
当
時
、
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
内
部
の
玉
石
混
淆
の
情
報
を
選
別
す
る
の
は

面
倒
な
仕
事
で
あ
り
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
へ
の
過
大
な
評
価
を
牽
制
す
る
意
味
で
は
妥
当
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
検
索
サ
ー

ビ
ス
が
登
場
し
、
空
疎
に
な
っ
た
の
は
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
は
な
く
、
端
末
装
置
で
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
で
は
空
振
り
で
あ

っ
た
。 

 

そ
の
意
味
で
、
ク
ラ
ウ
ド
・
コ
ン
ピ
ュ
ー
テ
ィ
ン
グ
時
代
を
グ
ー
グ
ル
の
首
脳
が
提
唱
し
て
い
る
の
は
正
当
で
あ
る
が
、

こ
の
概
念
は
情
報
社
会
の
巨
大
な
方
向
転
換
を
も
た
ら
す
。
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
が
ネ
ッ
ト
ブ
ッ
ク
や
シ
ン
ク
ラ
イ
ア
ン
ト
端
末

装
置
の
よ
う
に
簡
素
に
な
る
と
か
、
Ｏ
Ｓ
も
巨
大
な
記
憶
容
量
を
必
要
と
し
な
く
な
る
な
ど
、
技
術
の
側
面
で
の
変
化
は
当

然
予
測
さ
れ
、
す
で
に
対
応
し
た
ハ
ー
ド
ウ
ェ
ア
や
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
が
登
場
し
て
い
る
が
、
そ
の
以
上
の
巨
大
な
変
化
が
背

後
に
存
在
す
る
。 

 

二
〇
〇
六
年
一
月
に
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
で
「
海
賊
党
」
と
い
う
政
党
が
結
成
さ
れ
、
今
年
六
月
の
欧
州
議
会
選
挙
で
議
席
を

獲
得
し
た
。
そ
の
公
約
は
特
許
制
度
の
廃
絶
、
著
作
権
法
の
改
正
、
フ
ァ
イ
ル
共
有
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
の
自
由
利
用
な
ど
、
現

在
の
情
報
社
会
の
根
底
に
影
響
す
る
、
き
わ
め
て
過
激
な
内
容
で
あ
る
。
当
然
、
賛
否
両
論
の
意
見
が
あ
る
が
、
支
持
す
る

人
々
は
着
実
に
増
加
し
て
い
る
。
そ
し
て
、
こ
の
公
約
と
グ
ー
グ
ル
が
現
実
に
実
行
し
て
い
る
こ
と
と
は
相
当
の
部
分
で
重

複
す
る
。 

 

グ
ー
グ
ル
傘
下
に
あ
る
「
ユ
ー
チ
ュ
ー
ブ
」
、
グ
ー
グ
ル
が
推
進
す
る
世
界
の
書
籍
を
デ
ジ
タ
ル
情
報
に
し
て
公
開
す
る

「
グ
ー
グ
ル
・
ブ
ッ
ク
ス
」
な
ど
は
著
作
権
法
と
摩
擦
が
あ
る
し
、
世
界
各
地
の
街
並
を
眺
望
で
き
る
「
ス
ト
リ
ー
ト
・
ビ

ュ
ー
」
も
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
侵
害
の
議
論
が
あ
る
。
一
方
、
こ
れ
ら
の
サ
ー
ビ
ス
も
、
携
帯
電
話
の
Ｏ
Ｓ
ア
ン
ド
ロ
イ
ド
や
、

来
年
実
用
に
な
る
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
の
Ｏ
Ｓ
グ
ー
グ
ル
・
ク
ロ
ー
ム
も
、
グ
ー
グ
ル
は
最
初
か
ら
無
償
公
開
を
前
提
と
し
て
い

る
。 

 

現
在
の
著
作
権
法
の
基
礎
と
な
っ
て
い
る
ベ
ル
ヌ
条
約
が
成
立
し
た
一
八
八
六
年
か
ら
約
一
二
〇
年
が
経
過
し
て
い
る

が
、
ク
ラ
ウ
ド
・
コ
ン
ピ
ュ
ー
テ
ィ
ン
グ
は
、
そ
の
体
制
を
根
底
か
ら
破
壊
し
よ
う
と
し
て
い
る
。
そ
の
正
否
に
つ
い
て
は
、

情
報
を
有
償
で
供
給
す
る
ビ
ジ
ネ
ス
の
立
場
と
、
無
償
で
利
用
し
た
い
ユ
ー
ザ
ー
の
立
場
で
意
見
が
対
立
す
る
が
、
こ
の
動

向
へ
の
対
応
が
、
こ
れ
か
ら
の
情
報
社
会
の
方
向
を
決
定
す
る
こ
と
は
確
実
で
あ
る
。 


